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　　　　年頭のご挨拶
一般社団法人埼玉県LPガス協会

会  長  川本 武彦

　2023年の新春を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。

　会員の皆様には日頃から埼玉県LPガス協会の活動にご理解とご協力をいただ　
くとともに、保安確保と安定供給・取引適正化に取り組んでいただいていることに厚く感謝を申し
上げます。

　さて、新型コロナウイルス感染症の世界流行から４年が経過し、コロナ感染症との接し方を学習
したことで、感染症対策と経済を両立する施策がとられ街に活気が戻ってきました。昨年のサッカー
のワールドカップにおける賑わいはその表れと思います。
　また、コロナ感染症によりデジタル化（DX）が急速に進み、県協会を始め関係各方面での会議は
WEB会議が主流となるなど、DXが身近なものとなっています。

　しかし、新しい年の県協会の会議運営をWEB会議だけでなく対面式会議・懇談会を多く持ち、業
界の諸課題や県協会のより良い在り方・運営方法をご相談してまいりたいと考えております。
　LPガス業界は保安の優等生と高く評価されていますが、反面、取引の適正化についてはまだまだ
課題が残っています。昨年までは料金情報の公表（見える化）にご尽力いただいた結果その成果が
現れてきています。
　一方で、無償配管・無償設備貸付の商慣行があり、経済産業省はこの商慣行に対し、新たな政策
に取り組むための舵を切りました。この取組みについての進捗状況は適宜、県協会のHP（ホームペー
ジ）等でお知らせしていきたいと存じます。

　さて、ロシアのウクライナ侵攻によりエネルギーや食料品が高騰するなど、世界経済は大打撃を
受けています。日本においてもLPガスはLNGほどではありませんが、円安影響により高値で推移す
るなど、会員の皆様にはこの対応に苦慮していることと存じます。一日も早くこの戦争が終結し、
平和な世界が訪れることを願ってやみません。

　また、昨今の温暖化（気候変動）が原因とみられる猛暑、山火事や豪雨などの異常気象が頻発し、
日本各地でその被害が出ています。
　今、温暖化対策が急務となっている中で政府は、再生可能エネルギーの導入や原子力発電所の再
稼働等、また、排出量取引や賦課金制度など、排出するCO2に価格を付けるカーボンプライシングを
導入する方針等を示し、早急に進めようとしています。
　温暖化（気候変動）の要因は主として、化石燃料から排出されるCO2とされており、我々 LPガス
を生業とする事業者としては一定の責任と対策を早急に進める必要があります。
　このことから温暖化対策を会員全員で取り組んでいかなければならない時期にきています。元売
各社では合成LPガス（グリーンLPガス）の研究開発に取り組んでいますが、開発までの期間（トラ
ンジション期間）は販売事業者が自らの責任で対応していかなければなりません。2030年のCO2排出
量46％削減を達成し、その先の2050年にLPガス事業が生き残るためにも、このトランジション期間
での活動が大切なのです。我々の次の世代に襷（たすき）をつないでいくためにも、会員の皆様と
共に知恵を出し合っていきましょう。

　結びにあたり、会員各社のますますのご発展、代表者の皆様のご健勝とご多幸を祈念し、新年の
ご挨拶とさせていただきます。
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関東高圧ガス保安大会
日時：令和４年７月29日（金）13：30　場所：東京ガーデンパレス

　【関東高圧ガス保安団体連合会長表彰】
優良販売業者 ・有限会社進栄実業　（南東武支部）

  ・秩父通運プロパン販売株式会社　（秩父支部）

高圧ガス保安協会全国大会
日時：令和４年10月28日（金）13：00～　場所：ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京
（表彰式は受賞者および随行者のみで開催）

　【高圧ガス保安協会長表彰】
優良販売業者 ・有限会社丸藤　（さいたま支部）

保安功労者 ・齊木　泰光　斎木ガス株式会社　（川越支部）

埼玉県高圧ガス保安大会
日時：令和４年10月19日(水)13：30　場所：埼玉会館　小ホール

　【埼玉県知事表彰】
優良販売事業所 ・江澤商事株式会社　（朝霞支部）

  ・有限会社渡辺貞蔵商店　（さいたま支部）

保安功労者 ・髙橋　茂雄　株式会社たかとも　（本庄支部）
  ・粕加屋　望　株式会社エネクル　（南東武支部）

　【危機管理防災部長表彰】
優良製造所 ・下妻液化ガス株式会社秩父荒川充填所　（秩父支部）

優良販売事業所 ・有限会社石綿商店　（南東武支部）
  ・日東エネルギー株式会社行田営業所　（行田支部）
  ・北日本物産株式会社吉川営業所　（南東武支部）

保安功労者 ・吉岡　良昭　吉岡燃料店　（北東武支部）
  ・増田　進次　有限会社増田商店　（西武支部）
  ・土方　良成　株式会社土方プロパン　（所沢支部）
  ・上村　洋志　有限会社朝日ガス　（朝霞支部）

優良保安統括者等 ・伊藤　博之　株式会社伊藤燃料　（川越支部）
  ・岡田　　進　佐藤興産株式会社　（さいたま支部）
  ・戸枝　　浩　戸枝商店　（加須支部）

優良高圧ガス関係団体職員

  ・永田　哲也　一般社団法人埼玉県LPガス協会

（敬称略）

～令和４年度保安大会受賞者一覧～受賞者の皆様おめでとうございます！　
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第43回 九都県市合同防災訓練
　●埼玉県会場

日　時 ８月28日（日）9：00～13：00
会　場 北本総合公園（北本市）
参加者 一般、埼玉県、北本市、自衛隊、消防、警察、ライフライン関係機関　など　6,710名
LP訓練 ＼ＬＰガスの「あかさたな」／に関する展示ＰＲ、炊出訓練支援（鴻巣支部）

　●さいたま市会場
日　時 ９月４日（日）9：00～
会　場 大宮消防署（大宮区）
参加者 一般、さいたま市、自衛隊、消防、警察、ライフライン関係機関　4,986名
LP訓練 ライフライン復旧訓練（さいたま支部）

埼玉版ＦＥＭＡ図上訓練
日　時 ８月３日（水）14：00～16：30
会　場 埼玉県危機管理防災センター 本部会議室
テーマ 風害における大規模停電の対応
参加者 埼玉県、陸上自衛隊、深谷市、美里町、寄居町、東京電力、ＬＰガス協会（本庄支部、秩父支部）　９機関、22名

 ・ 埼玉版ＦＥＭＡとは災害想定シナリオの作成や関係機関との図上訓練を繰り返し実施し、県と関係機関を
一体として災害対応能力を高める取組みです。

令和４年度 埼玉県高圧ガス防災訓練
日　時 10月12日（水）10：00～15：30
会　場 熊谷スポーツ文化公園（熊谷市）
参加者 埼玉県、熊谷市、消防、警察、高圧ガス関係団体　など　約100名
LP訓練 カセットボンベ破裂燃焼実験（法規技術委員会）

 ・ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため規模を縮小して実施
　　　（訓練関係者のみで実施のため防災フェアは見送り）

令和４年度 防災訓練等
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　●埼玉県ＬＰガス協会青年委員会委員長会議
日　時 令和４年10月13日（木）15：30～16：30

開催方法 Ｗｅｂｅｘミーティング会議システム（対面併用）

議　題 １．令和３年度活動報告について

　　　　　　２．正副委員長の選任について

　　　　　　３．令和４年度活動計画（案）について

　　　　　　４．各ブロック・支部の取り組みについて

　　　　　　５．その他

●全国ＬＰガス協会青年部代表者会議に出席
日　時 令和４年11月２日（水）13：30～16：00

開催方法 全国ＬＰガス協会　Ｗｅｂｅｘミーティング会議システム

　　・講演：「カーボンニュートラルをはじめとする現況とＬＰガス業界について」

　　　　　　　講師　エネルギー事業コンサルタント　角田　憲司　様

　　・ブロック代表発表：９ブロックから代表者５名

　　・北海道ブロック発表：「ファイヤー探検記と火育活動について」

　　　　　一般社団法人北海道ＬＰガス協会　青年委員会　委員長　澤田　導俊　様

　●令和４年度　県庁オープンデー
日　時 11月14日（木）9：30～16：00　（県民の日のため県内の公立小中学校は休校）

会　場 埼玉県庁

参加者 化学保安課、埼玉県ＬＰガス協会青年委員

来場者 約7,500名

展　示 ＼ＬＰガスの「あかさたな」／に関する展示ＰＲ、炊出し器具等の展示及び炊出し模擬実演　など

埼玉県ＬＰガス青年委員会　活動報告
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　●一般社団法人埼玉県ＬＰガス協会　第68回通常総会
日　時 令和４年５月25日（水）13：30
場　所 ロイヤルパインズホテル浦和（Ｗｅｂ会議システム併用）

　第68回通常総会は前年度同様、開催方法をオンライン方式（Cisco Webex会議システム）と対面方式（会場出席）
の併用で実施いたしました。議事終了後、一般社団法人全国ＬＰガス協会専務理事の村田光司様をお招きし、特別記
念講演（講演題「LPガス業界の取り組みについて～2050年カーボンニュートラルに向けて～」）を開催し、記念講演終
了後は事前お申し込みによる着席制の懇談会を実施いたしました。

　今年度もＬＰガス事業者賠償責任保険およびLPライフの更改受付を行いました。支部ごとの出張受付は７月１日
（金）～９月２日（金）にかけて実施し、支部長、支部役員や支部事務局の方々のご協力をいただき無事終了いたしました。
　定期契約分として受領いたしました保険料およびLPライフ掛金は以下の通りです。
　合計保険料が昨年度より200万円弱の増となりましたが、これはLPガス事業者の直売業務と保安業務および配送
業務の分社化に伴う配送保険および保安機関保険の加入が増えたこと、個人情報漏えい特約のサイバーオプション新
設によるものと考えられます。
　２年前に新設された、自然災害等によるＬＰガス供給設備の損害に対する保険制度「LPガス供給設備機器総合保険
（LPライフNEO）」も増加傾向が続いております。
　また、新コスモス電機株式会社および理研計器株式会社のご協力により賠償責任保険出張受付会場で行っているガ
ス検知器機器診断について、昨年度までコロナ禍のため実施を見送っておりましたが、今年度はさいたま支部・南東武
支部・秩父支部・西武支部・坂戸支部・朝霞支部の６支部で実施いたしました。上記以外の支部様におかれましては
次年度以降順次実施する予定です。

　　　　　　保険の種類 保険料・掛金　　　　　前年度比
　○LPガス販売事業者賠償責任保険 52,478,894円 　　 △ 0.07％
　○LPガススタンド保険   1,335,158円 　　 △ 9.86％
　○LPガス配送事業者賠償責任保険   4,146,348円　　 ＋34.87％
　○LPガス受託認定保安機関賠償責任保険   2,380,538円　　 ＋32.05％
　○個人情報漏えい特約   3,021,140円　　 ＋14.40％
　○総合賠償特約    2,539,200円 　　 ＋ 2.34％
　○労働災害総合補償特約       575,900円　　 △10.75％
　○LPガス供給設備機器総合保険   1,443,840円　　  ＋ 7.34％
　　　　　　（LPライフNEO）
　　賠償保険料（特約含む）　計 67,921,018円　　  ＋ 2.93％
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （参考：前年度　65,984,173円）

　○LPライフ（旧　日連共済）   7,542,140円 　　 △ 2.56％
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （参考：前年度　  7,740,520円）

・ オンライン併用で実施（モニター設置） ・懇談会を３年ぶりに実施

通常総会開催報告

２０２２年度契約　ＬＰガス事業者賠償責任保険・ＬＰライフについて
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　LPガス事業者賠償責任保険の各種特約についてご紹介いたします。
　弊会が受付を行っておりますLPガス事業者賠償責任保険制度（LPガス販売事業者賠償責任保険・LPガス受託認定
保安機関賠償責任保険・LPガス配送事業者賠償責任保険・LPガススタンド保険）にご加入された会員事業者様がご加
入いただけるオプションプランで「個人情報漏えい特約」・「総合賠償特約」および「労働災害総合補償特約」があります。

　各特約の本年度の保険期間は令和４年10月１日午後４時に開始しておりますが中途加入が可能です。
　詳しい資料のご請求等ご加入をご検討の際はお気軽に協会事務局までお問い合わせください。

労働災害総合補償特約
　事業者が独自に行う被災従業員またはその遺族への災害補償に対する援助金となります。労働災害総合補償特
約は（1）＜法定外補償条項＞と（2）＜使用者賠償責任条項＞の２つの補償を組み合わせた特約です。

　なお、本特約は政府労災保険等に加入されている事業者が加入対象となります。

（1）従業員を守る＜法定外補償条項＞
　法定外補償条項は、労災事故を被った従業員またはその遺族に対して賠償責任の有無にかかわらず補償します。
政府労災の上乗せとして、事業者独自で行う従業員への補償をする保険です。
（2）企業を守る＜使用者賠償責任条項＞
　使用者賠償責任条項は、労災事故により従業員が死傷し、使用者が法律上の損害賠償責任を負ったとき、その
損害賠償額のために備える保険です。

個人情報漏えい特約
　事業者が保有する個人情報または法人情報が所定の事由により漏えいし、損害賠償請求がなされた場合の損害
賠償責任に係る損害や、事故の対応のために支出した費用損害を補償する特約です。

　なお、コンピューターへの不正アクセスなどサイバー攻撃による情報漏えい等を補償するサイバーオプションが
2021年度に新設されました。

総合賠償特約
　LPガス事業者が行うLPガス業務以外の事業活動 （ガソリンスタンド事業等一部の事業を除く）について生じる
対人・対物事故による法律上の損害賠償責任を補償する特約です。

ＬＰガス事業者賠償責任保険制度の各種特約（オプションプラン）のご紹介
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　埼玉県LPガス協会では、地域保安指導事業の一環として独自の保安講習会（支部協同組合保安センター等の調査
員様を対象とした「点検調査業務に係る保安講習会」）を開催しておりましたが、新型コロナウイルス感染防止の観点か
ら、インターネットを活用したe-ラーニングによる講習会を全国統一の科目で開催いたしました。

講習内容：①法令指導、②保安業務指導、③CO中毒事故防止、④LPガス災害対策
　　　　　　（受講時に１テーマ以上選択。複数テーマの受講も可能。）

受講期間：令和４年1１月14日（月）～12月14日（水）
　　　　　　 （受講期間内であれば、いつでも受講可能。）

申込締切：令和４年10月21日（金）15：00　※今年度の受付は終了しております。
申込定員：先着50名様

受講対象：一般社団法人埼玉県ＬＰガス協会 会員事業所

※参考　今年度の教材の一部：保安業務指導・災害対策

地域普及事業による保安講習（e-ラーニング）実施
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　例年実施しております「埼玉県LPガス保安推進セミナー」にご参加くださり誠にありがとうございます。令和３年度

は、令和２年度同様に新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため開催見送りとなり、会員様には資料を配布さ

せていただきました。

　令和４年度も新型コロナウイルス感染症が終息していない状況であることから会場での開催を見送りとし、オンライ

ンを活用した開催といたします。詳細が決まり次第、ご案内をいたします。

開　催：オンラインを活用した開催

・予め録画した動画を、期間内に視聴していただきます。

　期間内であればいつでも何回でも視聴することができます。

・①オンデマンド方式、もしくは、②協会ＨＰ等のいずれかにより視聴してください。

・ＰＣ画面上で資料をご覧いただきますが、ダウンロードも可能です。

・習熟度調査を実施します。

（合格すると修了証をダウンロードすることができます。）

①オンデマンド方式による動画配信【埼玉県LPガス協会　会員限定】

・視聴期間：令和５年１月～２月を予定

・ 申込み入力フォームからお申込みください。返信された受講用ＵＲＬにアクセスし、パスワード等を入力して視聴

していただきます。

・オンデマンド受講者特典として、カーボンニュートラル講習を無料で視聴することができます。

②埼玉県LPガス協会HPおよびユーチューブ等に動画を掲載

・視聴期間：令和５年２月～３月を予定（①オンデマンド方式による視聴期間が終了してからの視聴となります。）

・メールアドレスをお持ちでない方も、視聴することができます。

・カーボンニュートラル講習は視聴できません。

内　容：１．埼玉県内のLPガスの事故事例と事故防止の取組（45分程度）

　　　　　 講　師：埼玉県危機管理防災部化学保安課

　　　　２．LPガスの保安動向等について（20分程度）

　　　　　 講　師：一般社団法人埼玉県LPガス協会 法規技術委員会

　　　　３．【オンデマンド受講者特典】

　　　　　 カーボンニュートラル講習（時間未定）

　　　　　 講　師：エネルギー事業コンサルタント　角田憲司　氏（予定）

令和４年度「埼玉県ＬＰガス保安推進セミナー」について
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　国はLNG価格の高騰による電気・都市ガス料金の負担軽減策として、小売事業者を通じた電気・都市ガス料金の負
担軽減策を発表しました。
　LPガス料金についても電気・都市ガス料金と同様な支援策を検討いたしましたが、LPGはLNGほど原料価格が上
昇していないこと、販売事業者を通じた支援は全国17,000事業者の事務負担及びそれに要する経費が補助対象外と
なることなどから、LPガス料金の価格高騰対策は別の支援策がとられることとなりました。
　これとは別に、地方創生臨時交付金（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金）制度の創設が９月20日
に閣議決定され地方公共団体に通知、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、
地域の実情に合わせて必要な支援が可能となりました。その後、内閣府及び資源エネルギー庁からこの交付金を活用
したLPガス料金支援のメニューについて通知されました。
　なお、同交付金の予算額（6,000億円）の最初の実施計画受付が10月31日であったことを考慮すると、県・市町村
の実施計画はほぼ固まっている可能性がありますが、交付金の予算枠に余裕がある場合や、国の追加交付の可能性も
あることから、川本武彦会長とご相談し、当協会としては11月21日付けで埼玉県並びに埼玉県内63市町村に地方創
生臨時交付金（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金）の活用についての下記要望書を送付いたしまし
たのでお知らせいたします。

埼玉県並びに県内６３市町村への地方創生臨時交付金を活用した
ＬＰガス料金上昇抑制策の要望書について
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　点検調査を装ったサギ被害および不審行為等について、下記のとおり報告がございました。
　つきましては、ご高齢のお客様への注意喚起など被害防止にご高配を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。
　万が一、サギ被害や給湯器の盗難被害等が発生した場合は警察に被害届を提出いただきますとともに、協会までご
連絡くださるようお願いいたします。
　なお、ガスの漏えいやLPガス容器の盗難が発生した場合は、速やかに、県化学保安課（TEL：048-830-8439）お
よび警察に連絡してください。

サギ被害および不審行為等の報告（令和3年１月～）

日　時：令和３年１月29日（金）10時30分ごろ
場　所：蓮田市
被害者：女性（ご高齢・独居）
被害額：40,000円
詳　細：ガス点検を装い、４万円を詐取。紺色の上着に白っぽいズボンの男。警察に被害届を提出予定。
          販売店からサギ被害について注意喚起していた。

日　時：令和３年３月26日（金）12時30分ごろ
場　所：行田市
被害者：女性（70歳代・独居）
被害額：30,000円（要求額：24,000円）
詳　細： ガス点検に来たと調査員を装い、ホース交換代として24,000円を要求。お客様が30,000円を渡すと、やっ

ぱり交換代は30,000円だと言ってそのまま詐取した。領収書を取りに行くふりをしてそのまま立ち去る。

日　時：令和３年４月16日（金）羽生市の販売事業者から情報提供
          羽生市防災メールにサギ被害情報が掲載されている。
           羽生市内において、ガス会社を装って来訪した男から、ガスメーター交換費用として現金を詐取される被害が

発生。犯人は30～40代、170㎝、中肉、黒髪短髪、白の作業着。
          警察に詳細を確認したが、供給のガス会社や被害額などは教えてもらえなかった。

日　時：令和３年10月26日（火）11時00分ごろ
場　所：深谷市
被害者：女性（ご高齢）
被害額：26,800円
詳　細： ガスメーターの交換を装い、現金26,800円を詐取。「領収書を取ってくる」と言って徒歩で立ち去った。容疑

者の特徴：体格の良い茶色の作業着の男。

日　時：令和４年10月19日（水）16時30分ごろ
場　所：さいたま市北区
被害者：女性（ご高齢）
被害額：28,000円
詳　細： 警報器の点検を装って来訪した者が警報器のコンセントを抜き差しただけで、点検代として28,000円を詐取

した。領収書は後でポストに入れておきますと言って立ち去る。

日　時：令和４年11月５日（土）14時00分ごろ
場　所：上尾市
被害者：女性（ご高齢）
被害額：なし
詳　細： ガスの点検で見落としたところがあると屋内に入り込み、ガスコンロやブレーカーを見はじめたが、先日○○

調査員さんが来たことを伝えると、話をそらし、立ち去った。

点検調査を装ったサギ被害および不審行為等について
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　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式として、いわゆる「インボイス制度」が開始されます。
　本制度は、消費税の仕入税額控除のために下記の記載条件を満たした適格請求書（以下、「インボイス」）の保存が
必要になり、課税事業者にはインボイスの発行が義務付けられます。
　インボイス制度が始まる令和５年10月１日から登録を受けようとする事業者は、原則として令和５年３月31日までに
納税地を所轄する税務署長に登録申請書を提出する必要があります。
　つきましては、詳細な内容について以下のＷｅｂサイトをご参照いただくとともに、ご不明な点がございましたら所轄
の税務署にご確認いただくようお願いいたします。
　なお、本制度の導入後は、免税事業者など、インボイス発行事業者以外の者から行った課税仕入れは、原則として仕
入税額控除の適用を受けることができません。（６年間は仕入税額相当額の一定割合を控除可能な経過措置があります）

国税庁Ｗｅｂサイト内
《インボイス制度公表サイト（制度の概要・Ｑ＆Ａ・申請手続等について）》
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm

＜インボイスの記載事項（現行の「区分記載請求書」に赤書きの記載が追加されたもの）＞
　①インボイス発行事業者の氏名又は名称及び登録番号
　②取引年月日
　③軽減税率の対象品目である旨
　④税率ごとに区分して合計した対価の額（税抜き又は税込み）及び適用税率
　⑤税率ごとに区分した消費税額等
　⑥書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称

　なお、一般社団法人埼玉県ＬＰガス協会は下記の通りインボイス登録申請を済ませております。

消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）について（お知らせ）
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　高圧ガス保安協会（KHK）は、政府が進めるデジタル化社会に対応するとともに、新型コロナウイルスのような感染
症の拡大や近年増大する自然災害により講習の受講機会を喪失しないように、順次、オンライン講習を導入しています。
KHKが行うオンライン講習は、オンデマンド方式（インターネット経由で動画を配信する方式）で実施します。収録し
た講習の動画について、一定の期間内に決められた内容を全て視聴し、受講いただくものです。
　令和３年度より順次オンライン移行が始まり、令和５年度から法定義務講習の「設備士再講習」、「業務主任者講習」
もオンライン講習となります。

法定講習のオンライン化について　－オンデマンド方式による講習会の実施－

《オンライン講習のメリット》（高圧ガス保安協会Ｗｅｂサイト参照）

１．受講機会を確実に提供できます

　感染症や自然災害が発生した場合でも受講機会を喪失することなく、確実に受講ができます。

２．受講スケジュールを自ら設定でき、また、繰り返し視聴ができます

　オンライン講習の受講期間は３週間程度で、受講者ご本人でスケジューリングを行うことができます。また、一
度視聴した講習部分は繰り返して視聴することができます。

３．講習会場までの交通費等の負担がなくなります

　特定の講習会場までの移動が不要となりますので、その際の交通費等が軽減されます。

４．法定義務講習は、オンラインのみで講習修了となります

　令和２年度上期及び令和３年度上期に乙種化学講習及び乙種機械講習で実施、これを令和６年度までに法定
講習全体に順次拡大します。

　今後、オンライン講習の具体的なご案内、申込方法などはＫＨＫのホームページでお知らせします。

　なお、資格講習の受講後に実施する検定試験、また、下記にない講習、実習や技能を伴う講習は、従来どおり
対面（会場に集まって実施する方法）で行います。


